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若
の
浦
に

潮
満
ち
来
私
ぱ

潟
を
な
み

葦
辺
を
さ
し
て

鶴
鳴
き
渡
る

沖
つ
島

荒
磯
の
王
藻

潮
干
満
ち

い
隠
り
行
か
ば

思
侭
え
む
か
も

や
す
み
Ｌ
Ｌ

わ
ご
大
君
の

常
宮
と

仕
へ
奉
れ
る

雑
賀
野
沖

そ
が
び
に
見
坤
ろ

沖
つ
島

清
き
渚
に

風
吹
け
ば

白
波
騒
さ

潮
干
紅
ぱ

王
藻
刈
り
つ
つ

神
代
よ
り

し
か
ぞ
尊
き

玉
津
島
山

神
亀
元
年
甲
子
の
冬
十
月
五
日

聖
武
天
皇
が
紀
伊
国
に
幸
す
時
に

山
部
描
禰
亦
人
の
作
る
歌
一
首

併
せ
て
短
歌
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て
ん
ぐ
や
土

翼
供
山
（
玉
津
島
神
社
拝
殿
横
登
り
口
）

玉
津
島
神
社
背
後
の
小
高
い
岩
山
は
愛
供
山
と
呼
び
、
今
か
ら
一
三
○

Ｊ
］
人

ｊ

○
年
前
の
神
亀
元
年
（
七
二
四
）
、
聖
武
天
皇
が
玉
津
島
行
幸
の
際
に
登
ら

れ
、
詔
を
発
せ
ら
れ
た
旧
蹟
で
あ
る
。
名
称
の
翼
・
供
と
も
に
お
供
え
の

意
で
あ
る
。

登
れ
ば
こ
ん
に
ち
で
も
、
広
大
な
海
を
望
み
、
片
男
波
の
砂
洲
に
抱
か

れ
た
入
り
江
を
見
下
ろ
し
、
中
腹
に
紀
三
井
寺
の
あ
る
名
草
山
も
望
ま
れ

や
ま
と
ひ
卜
←

て
、
海
の
な
い
大
和
人
が
、
三
日
も
四
日
も
か
か
っ
て
、
よ
う
や
く
こ
の

大
景
に
た
ど
り
着
い
た
時
の
喜
び
に
思
い
を
は
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

玉
津
島
神
社
御
神
輿

ご
乱
“
〃
、
“
い
ま
吟

こ
の
・
え
う
偽
も
、
念

明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
、
後
桜
町
天
皇
の
執
政
関
白
近
衛
内
前
が
、

〃
、
わ

じ
・
牙
・
さ

く
，
孔

も
人

寄
附
・
奉
納
し
た
も
の
で
あ
り
、
京
都
の
神
輿
師
桑
嶋
作
右
衛
門
の
作
に

よ
る
。
そ
の
後
、
後
桜
町
天
皇
は
、
聖
武
天
皇
の
故
事
に
な
ら
わ
れ
、
春

秋
二
時
に
祭
祀
を
斎
行
。
そ
の
際
に
こ
の
御
神
輿
を
用
い
ら
れ
た
こ
と
が

記
録
に
残
さ
れ
て
い
る
。
平
成
十
九
年
四
月
、
二
四
○
年
を
経
て
、
傷
み

が
激
し
か
っ
た
為
、
篠
田
め
ぐ
み
氏
が
中
心
と
な
っ
て
、
多
く
の
方
の
御

浄
財
で
、
昔
の
優
美
・
華
麗
な
姿
そ
の
ま
ま
に
復
元
さ
れ
た
。

ご
曲
緒
．
ご
祭
神

主
祭
神
、
蝋
槌
翁
尊
は
、
古
事
記
「
海
幸
彦
・
山
幸
彦
」
の
神
話
に

し
お
つ
ち
の
．
か
み

「
盤
椎
神
」
と
し
て
登
場
す
る
。
兄
・
海
幸
彦
か
ら
借
り
た
釣
針
を
海
中

わ
た
�
つ
み
の
。
』
み

に
失
く
し
、
困
っ
て
い
る
弟
・
山
幸
彦
に
、
海
神
（
綿
津
見
神
）
の
と
こ

ろ
へ
行
け
と
送
り
出
し
た
神
で
あ
る
。
尊
の
教
え
の
と
お
り
、
山
幸
彦
は

龍
宮
の
豊
玉
姫
と
結
婚
し
、
姫
は
安
産
に
よ
り
御
子
を
授
か
ら
れ
、
山
幸

彦
は
神
武
天
皇
の
祖
父
と
な
っ
た
故
事
か
ら
、
安
産
・
子
授
け
の
神
と
し

て
人
々
の
信
仰
を
集
め
て
い
る
。

ま
た
尊
は
、
潮
の
満
ち
引
き
、
潮
の
功
徳
に
よ
り
人
間
が
生
ま
れ
る
こ

と
を
説
い
て
、
人
々
の
出
生
、
生
命
を
守
護
さ
れ
た
。
そ
し
て
塩
が
人
々

の
食
生
活
に
重
要
で
あ
る
と
説
き
、
全
国
各
地
を
廻
ら
れ
、
十
三
箇
所
に

お
い
て
製
塩
の
法
を
伝
え
ら
れ
た
。
和
歌
の
浦
照
寵
は
、
そ
の
う
ち
の
一

つ
に
あ
た
る
。

｜
◇
鱈
竈
神
社

し
お
づ
ら
の
お
じ
の
み
こ
と

は
ら
へ
ど
の
お
お
か
み
よ
ざ

ご
祭
神

盤
槌
翁
尊

祓
戸
大
神
四
座

例
祭
日

九
月
十
六
日

一
・
・
玉
津
島
神
社

わ
が
ひ
ろ
め
の
み
．
一
と

お
き
な
が
た
ら
し
ひ
め
の
み
二
．

ご
祭
神

稚
日
女
尊

息
長
足
姫
尊

例
祭
日

四
月
十
三
日

ご
由
緒

玉
津
烏
神
社
の
創
立
は
極
め
て
古
く
、
社
殿
に
よ
れ
ば
「
玉
津
島
の
神
は

『
上
つ
世
』
よ
り
鎮
ま
り
坐
る
」
と
あ
る
。

じ
八

斗。

第
四
十
五
代
聖
武
天
皇
が
即
位
の
年
の
神
亀
元
年
（
七
二
四
、
今
か
ら
一
三

○
○
年
前
）
、
玉
津
島
に
行
幸
し
た
際
、
山
部
赤
人
が
〃
神
代
よ
り
し
か
ぞ
尊

ふ
う
己
二
う
め
．
い
が
）

き
玉
津
烏
山
″
と
讃
嘆
し
た
如
く
、
風
光
明
媚
な
神
の
お
わ
し
ま
す
と
こ
ろ
と

し
て
崇
め
ら
れ
て
き
た
。

い
も

せ

神
社
周
辺
に
は
六
つ
の
小
高
い
鳥
山
（
玉
津
島
六
山
）
が
あ
る
。
い
ま
妹
背

う
Ａ
が
い

山
だ
け
が
入
江
の
烏
と
し
て
残
る
が
、
か
つ
て
、
船
頭
山
・
妙
見
山
・
雲
蓋

て
ん

ぐ

山
・
翼
供
山
・
鏡
山
も
、
玉
の
よ
う
に
海
に
在
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

ご
神
徳

安
産
守
護
、
子
授
け
、
健
康
長
寿
、
漁
業
豊
穣
、
航
海
安
全

ご
祭
神
の
説
明

い
ざ

な
訂

稚
Ⅲ
女
尊
は
、
伊
弊
諾

ご
神
徳

開
運
厄
除
け
、
縁
結
び
、
交
通
安
全
、
病
気
平
癒
、
商
売
繁
盛
、
学
業
成
就
、

芸
能
和
歌
上
達

県
美
術
工
芸
品
（
工
芸
品
）
に
指
定

平
成
二
十
五
年
五
月

い
ざ
ば
み
の
み
。
」
と

め
土
て
ら
す
お
お
み
か
み

伊
弊
門
尊
の
御
子
で
あ
り
、
天
照
大
御
神
の
妹
神

そ
ェ
』
お
り
ひ
め
の
み
こ
Ｌ

衣
通
姫
尊

＆
ｊ
ｑ
・
フ
・
物
α
み
た
ま

明
光
浦
霊

日
本
逆
産
「
絶
景
の
宝
庫
和
歌
の
浦
」
～
詠
い
継
が
れ
る
、
美
し
き
風
景
～

湖
の
干
満
に
よ
っ
て
刻
一
刻
と
変
化
し
な
が
ら
、
四
季
折
々
の
多
彩
な

風
景
を
魅
せ
る
和
歌
の
浦
は
、
一
三
○
○
年
前
に
万
葉
集
に
詠
わ
れ
、
芸

術
や
文
化
を
育
ん
だ
歴
史
あ
る
風
景
と
し
て
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
。

平
成
二
十
九
年
四
月
認
定

国
指
定
格
勝
「
和
歌
の
浦
」

玉
津
島
神
社
と
周
辺
約
九
十
万
平
方
メ
ー
ト
ル
は
国
指
定
名
勝
「
和
歌

の
浦
」
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

平
成
二
十
二
年
八
月
指
定

根
上
り
松
（
名
称
鶴
松
）

玉
津
島
神
社
境
内
に
、
大
正
十
年
に
和
歌
山
市
高
松
か
ら
移
転
さ
れ
た

巨
大
な
根
上
り
の
松
が
あ
る
。
根
上
り
の
松
と
は
根
元
に
あ
っ
た
砂
が
海

風
で
吹
き
飛
ば
さ
れ
、
長
い
年
月
の
間
に
根
が
露
出
し
た
も
の
。
和
歌
山

で
は
か
っ
て
海
浜
の
内
陸
に
点
在
し
て
い
た
。

天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

玉
津
島
神
社
御
本
殿

あ
さ
の
よ
し
な
が

慶
長
年
間
（
一
六
○
六
）
、
紀
州
を
統
治
し
た
浅
野
幸
長
候
が
修
復
・
造

営
し
た
も
の
だ
が
、
長
い
年
月
の
た
め
荒
廃
が
甚
だ
し
か
つ
た
・
平
成
四

年
、
篠
田
博
之
・
め
ぐ
み
ご
夫
妻
を
中
心
に
多
く
の
方
々
の
御
浄
財
で
、

社
寺
建
築
の
枠
を
施
し
た
修
復
が
完
成
し
、
往
時
の
絢
燗
華
麗
な
姿
を
再

現
し
て
い
る
。

平
成
二
十
九
年
四
月

和
歌
山
市
指
定
文
化
財
に
指
定

国
指
定
名
勝
。
日
本
遺
産

輿
の
窟

き
Ｐ

ら
し

わ

溌
竈
神
社
の
あ
る
「
輿
の
窟
」
は
、
鏡
山
を
覆
う
伽
羅
岩
を
太
古
に
波

が
浸
食
し
て
で
き
た
洞
窟
で
あ
る
。
室
町
時
代
ま
で
毎
年
、
天
野
丹
生
明

神
（
現
在
の
丹
生
都
比
売
神
社
）
の
御
神
輿
が
玉
津
島
神
社
へ
渡
御
さ
れ

峰
土
ノ
、
だ

る
慣
わ
し
（
浜
降
り
の
神
事
）
が
あ
り
、
先
ず
こ
の
「
輿
の
窟
」
へ
御
神

輿
が
渡
ら
せ
ら
れ
た
。
（
丹
生
津
比
売
神
社
で
は
今
も
、
春
の
大
祭
で
玉
津

島
神
社
に
遥
拝
す
る
「
渡
御
の
儀
」
が
残
る
。
）

境
内
の
ご
案
内

以
上
の
ご
由
緒
ゆ
え
に
当
社
に
は
、
安
産
・
子
授
け
祈
願
、
健
康
長
寿
、

祈
願
成
就
の
御
礼
参
り
に
、
多
く
の
人
々
が
お
詣
り
さ
れ
る
。

明
光
汕
誰
は
、
聖
武
天
皇
の
勅
命
に
よ
り
お
祀
り
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
即

ち
聖
武
天
皇
は
、
神
社
背
後
の
翼
供
山
か
ら
の
海
の
眺
望
を
愛
さ
れ
、
新
た
に

仙
鮒

の
・
別
。
．
軸

明
光
油
と
名
付
け
、
荒
廃
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
詔
を
発
せ
ら
れ
た
。

衣
通
姫
尊
は
、
第
十
九
代
允
恭
天
皇
の
后
で
「
衣
を
通
し
て
光
り
輝
い
た
」

と
言
わ
れ
る
ほ
ど
麗
し
く
、
ま
た
殊
の
ほ
か
和
歌
の
道
に
秀
で
て
お
ら
れ
た
。

第
五
十
八
代
光
孝
天
皇
の
勅
命
に
よ
り
合
祀
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
光
孝
天
皇
の

夢
枕
に
尊
が
現
れ
、

立
ち
か
え
り

ま
た
も
こ
の
世
に

跡
狼
れ
む

そ
の
名
う
れ
し
き

和
歌
の
洲
波

と
詠
ま
れ
た
故
事
に
よ
る
。

衣
通
姫
尊
が
祀
ら
れ
、
玉
津
島
の
神
は
和
歌
三
神
（
他
に
住
吉
大
社
・
柿
本

神
社
）
の
一
社
と
し
て
、
朝
廷
は
も
と
よ
り
、
ひ
ろ
く
崇
め
ら
れ
て
き
た
。

息
長
足
姫
尊
は
、
即
ち
神
功
皇
后
で
あ
ら
せ
ら
れ
る
。
皇
后
が
海
外
に
軍
を

お
す
す
め
に
な
ら
れ
た
時
、
玉
津
島
の
神
（
稚
日
女
尊
）
が
非
常
な
霊
威
を
あ

ら
わ
さ
れ
た
た
め
、
厚
く
尊
崇
さ
れ
、
後
に
、
ご
自
身
も
卯
（
う
さ
ぎ
）
の

年
・
卯
の
月
に
ち
な
み
、
当
社
に
合
祀
さ
れ
た
。
古
来
う
さ
ぎ
は
、
月
の
精
と

さ
れ
、
子
孫
繁
栄
や
豊
穣
を
も
た
ら
し
、
神
様
の
使
い
と
さ
れ
る
。

に
ふ

つ
ひ

め
の

か
み

に
あ
た
り
、
後
世
、
ま
た
の
御
名
を
丹
生
都
比
売
神
と
申
し
上
げ
る
。

稚
日
女
尊
は
稚
く
み
ず
み
ず
し
い
日
の
神
、
又
、
は
た
織
り
の
神
で
も
あ
る
。


